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本 市 の 「 顔 」 に ふ さ わ し い 、 

松戸駅周辺の広告物を目指して 

松戸駅周辺は、商業施設や市役所、病院、大学などの多様な機能が集積し、

多くの市民や来訪者が行き交う本市の「顔」となるエリアで、本市の景観形

成において、最も先導的に取り組むべき地区です。本地区内には旧松戸宿や

坂川、戸定邸など豊かな歴史や自然があり、それら地域資源を活かしたにぎ

わいと活力のある、歩いて楽しい回遊性のある中心市街地の実現を目指し

ています。 

こうした背景から、松戸市景観計画に定める「松戸駅周辺景観形成重点地

区」のうち、商業・業務施設が集まるエリアを「屋外広告物重点協議区域」

に設定し、特に課題となっている広告物景観に主眼を置き、質の高い景観形

成と商業地としてのにぎわいが両立した、魅力ある街づくりを推進します。

また、本区域の中でもより重点的な区域として「駅前特定区域」「駅前広場

周辺区域」を設定しており、本ガイドラインではそれぞれの区域に応じた配

慮事項等についても分かりやすく解説しています。 

本市では、地域の皆さまの誇りとなるような景観を目指し、今後も景観づ

くりに積極的に取り組んでまいりますので、市民や事業者の皆さまのご理

解とご協力をお願い申し上げます。 
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1 ガイドラインについて 

１．ガイドラインの目的 

・松戸駅周辺は、多種多様な施設が集積する中心市街地で、多く

の市民や来訪者が行き来し集う場所です。 

・まちづくりに関する市民アンケート等（※）において、「まちの

魅力やにぎわいが不足」、「雑多な印象」といった意見がみられ、

松戸の「顔」にふさわしい魅力やにぎわいのあるまちにしてい

くことが求められています。 

・松戸駅周辺の屋外広告物の現状として、多種多様なサインが、

存在を競い合うように設置され、まち並み景観の特徴となって

います。 

・屋外広告物は、視覚的に情報を提供している身近な景観要素の

一つですが、個々の存在をアピールするための表現が目立ち、

まちの魅力を存分に伝える要素に至っていません。 

・本ガイドラインでは、屋外広告物が、単なる情報伝達のツールだけではなく、まちの魅力につながるものとな

るよう、屋外広告物による景観の望ましい姿を示し、屋外広告物の景観に関する配慮事項等を整理しています 

・本ガイドラインを活用し、松戸駅周辺地区や屋外広告物に関わるみなさんと一丸となって、多くの人々が集い、

心地よく交流できる場として育み、まちのイメージを高め、にぎわいの中にも秩序や品格が感じられる景観づ

くりを目指します。 

 

 

２．松戸駅周辺における景観づくりの経緯 

・屋外広告物を主としたサインには、

民間事業者が設置する店舗の看板

や企業宣伝広告などの「商業広告」

と、行政機関が設置する案内標識や

注意喚起などの「公共サイン」に分

けられます。 

・市では民間事業者の見本となるべ

く、公共サインのガイドラインを策

定し、景観に配慮した公共サインの

整備を先導的に進めてきました。 

・松戸駅周辺においては、令和２年度

に「公共サインガイドライン」策定、

令和４年度にはワークショップの意

見等を踏まえて「屋外広告物景観ガ

イドライン」を策定しました。 

・令和５年度からは、関係者等へのヒ

アリング、アンケートやオープンハ

ウスによる市民意向把握、これまで

の運用実績や本市が抱えている課

題への対応、新たな視点での景観形

成基準等の追加を行い、令和８年度

に景観基本計画、景観計画、各種ガ

イドラインの改定、景観条例の改正

とあわせて、松戸駅周辺景観形成重

点地区の指定を行いました。  
屋外広告物に係る景観づくりの経緯 

まち並み・景観資源との調和 

屋外広告物 
店舗・商品等の

魅力 

広告物相互の 

調整・調和 

まちの魅力に波及 

「千葉県屋外広告物条例」に基づく運用 

令和 8 年度：松戸市景観基本計画・景観計画・各種ガイドラインの改定 
松戸市景観条例の改正 

      松戸駅周辺景観形成重点地区の指定 

平成 30～令和元年度：違反屋外広告物についてパトロール・指導実施 

令和 2 年度：「松戸駅周辺公共サインガイドライン」策定 
 松戸駅周辺の良好な景観形成に向けた公共サインのルールづくり 

令和 3 年度：「松戸市公共サインガイドライン（市内全域）」策定 
 市内全域の公共サインの基本デザインや配置計画等を示すことで市が景観を先導 

令和 4 年度：「松戸駅周辺屋外広告物景観ガイドライン」策定 
 市民や事業者、大学等とのワークショップの意見を踏まえ、ガイドラインを策定 

令和 5～7 年度：景観基本計画・景観計画・各種ガイドラインの改定、 
        松戸駅周辺地区景観形成重点地区の指定に向けた検討 
 関係者等へのヒアリング、アンケートやオープンハウスによる市民意向把握、 

課題への対応、新たな視点での景観形成基準等の追加を行い、改定案を作成 

平成 26 年度：景観色彩現況調査の実施（建築物・工作物・屋外広告物等） 

平成 29 年度：「松戸駅周辺地区『風景サイン』づくり推進に向けて」作成 
千葉県屋外広告物条例に基づく運用と併せて窓口で配布、市ホームページの公表 

（※）・松戸市の都市づくりに関する市民アンケート調査結果（平成 30 年度・令和 6年度実施） 

・松戸市都市計画マスタープラン オープンハウス開催結果（令和 3 年度実施） 

・松戸市景観基本計画・松戸市景観計画 オープンハウス開催結果（令和 7年度実施） 
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３．ガイドラインの位置づけ 

・松戸市では、平成 23 年 3 月、景観法に基づいた景観

計画を策定し、景観条例を制定しました。 

・松戸駅周辺地区では、本市の「顔」にふさわしい魅力

やにぎわいのあるまちとすべく、令和 5 年 4 月に「松

戸駅周辺屋外広告物景観ガイドライン」を策定した

ところですが、より実効性を高めるため、令和 8 年●

月の景観計画の改定にあわせて、景観計画への位置

づけや景観形成重点地区（屋外広告物重点協議地区）

への指定を行いました。 

・本ガイドラインは、松戸市景観計画に定める「松戸駅

周辺景観形成重点地区（屋外広告物重点協議地区）」

に基づき、松戸駅周辺地区を対象に屋外広告物によ

る良好な景観づくりのためのルールや配慮事項を分

かりやすく解説したものです。 

・また、市全域で屋外広告物を表示・掲出する際には、

松戸市景観計画や松戸市景観形成ガイドライン建造物編、本ガイドラインの内容を参考にしてください。 

・景観計画や各種ガイドラインを活用して、より魅力ある景観づくりを進めていきます。 

 

４．ガイドラインの対象 

（１）対象範囲(松戸駅周辺景観形成重点地区（屋外広告物重点協議区域）の範囲) 

・本ガイドラインの対象範囲は、「松戸駅

周辺景観形成重点地区（屋外広告物重点

協議区域）」の範囲と同様になります（右

図の範囲を含む敷地）。松戸駅周辺の商

業地を基本として、その周囲にある地域

や主な景観資源とのつながりにも配慮

した景観づくりを行うため、共通の配慮

事項を定めます。 

 

 

 

・重点的に景観形成を図るエリアとして

「駅前特定区域」や「駅前広場周辺区域」

を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

駅前特定区域： 

駅前広場や道路境界からそれぞれ 25

ｍの範囲を含む敷地を対象とします。 

○西口デッキ/駅前大通り 

○きてみてまつど通り 

○東口デッキ 

 

 

駅前広場周辺区域： 

駅前広場からそれぞれ 100ｍの範囲

を含む敷地を対象とします。 

松戸市景観形成ガイドライン 

 

松戸市景観計画・景観条例 

屋外広告物に関する事項 
＊市全域の屋外広告物の表示等に関する指針 

＊松戸駅周辺景観形成重点地区 

（屋外広告物重点協議区域） 

松戸市景観基本計画 

松戸駅周辺屋外広告物 

景観ガイドライン 

松戸市 
公共サイン 
ガイドライン 

建造物編※・色彩編 

共同住宅編・高齢者等福祉施設編 

千
葉
県
屋
外
広
告
物
条
例 

松戸駅周辺共通の配慮事項  P.14～ 

エリア別の配慮事項  P.34～ 

対象範囲 

駅前特定区域 

※松戸市景観形成ガイドライン建造物編には、市全域を対象とした屋

外広告物に関する指針等が示されています。なお、松戸駅周辺で屋

外広告物を掲出する場合は、本ガイドラインを参考にしてください。 
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（２）対象広告物 

・本ガイドラインでは、「(1)対象範囲」に示したエリアに掲出・設置される屋外広告物（屋外広告物法第２条第

１項に定める屋外広告物）に加えて、窓面の内側から表示された広告物（窓面利用広告物※1）も配慮の対象と

します。 

・千葉県屋外広告物条例（P.12 参照）において、許可対象となる規模や掲出位置などが定められていますが、許

可対象ではない規模の広告物でもまち並みの中では大きく影響を与えるものもあります。そのため、本ガイド

ラインでは、小さな広告物も含めたすべての規模の屋外広告物を対象とします。 

・デジタルサイネージ（映像装置付き広告物）※2については、千葉県屋外広告物条例で定める許可の基準（共通

基準）（条例施行規則第 10 条第 1 項）を満たすことに加え、松戸市景観計画（屋外広告物に関する事項）や本

ガイドラインにおいて配慮事項を定めます。 

 

 

県屋外広告物条例に基づくもの ・広告板（屋上、壁面、壁面突出、独立） 

・広告塔（屋上、独立） 

・広告幕 

・旗、のぼり 

・横断幕 

・アーチ 

・電柱類利用 

・アドバルーン 

・立看板 

・はり紙及びはり札 

・デジタルサイネージ（映像装置付き広告物）    など 

屋外広告物に類する表示物 ・窓面利用広告物（内側） 

・県屋外広告物条例に基づく許可申請が不要な広告物 

（例：許可対象となる規模に満たない小さな広告物 など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1）窓面広告物は、建築物の窓その他の開口部に設けられた窓ガラス、ガラス扉その他これらに類するものの内側から常時又は
一定の期間継続して屋外の公衆に向けて表示するもので、文字、記号、図案、商標や写真を表示するものまたは、可変表示
装置をともなうものです。開口部等の内側の面に直接描き、又は直接貼付するもの、開口部等の内側から 1m の範囲において
直接又は間接に建築物に定着させるものを対象とします。 

※2）ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信するメディアを総称して「デジタルサイネージ」と呼びます。動
画や音声、双方向性のあるコンテンツを配信でき、私たちの生活のあらゆる場面で活用されています。 

出典：屋外広告物のしおり（千葉県） 

本ガイドラインの対象広告物 
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（３）対象広告物の規模等 

① 屋外広告物（全般） 

・屋外広告物重点協議区域内に表示・設置する屋外広告物について、事前協議が必要な対象区域、規模・高さ、

行為は、次に示すものです。なお、建築物等と一体で表示・設置する場合は、建築物等と一体で届出が必要で

す。 
 

対象区域 対象規模・高さ 対象行為 

駅前特定区域 1 基あたりの表示面積 2 ㎡以上 表示、設置、増設、改造、移転又は外観

の過半にわたる色彩の変更もしくは表

示方法を変更するもの 
屋外広告物重点協議区域内

のその他の区域 

上端の高さ 10ｍ以上、 

又は 1基あたりの表示面積 5㎡以上 

 

 

 

② デジタルサイネージ 

・デジタルサイネージ（映像装置付き広告物）は、駅前特定区域及び駅前広場周辺区域では原則設置を禁止とし、

景観への影響の少ない、独立して設置するものもしくは壁面に設置するものに限るものとします。 

・なお、以下に示すものは例外として設置できます。 
 

禁止対象区域 例外として設置できるもの 

駅前特定区域 

【共通事項】 

 デジタルサイネージの

景観配慮指針を満たし

ているもの 

 

 設置数は必要最小限

とし、それぞれが連続

しておらず十分に離

して設置するもの 

【独立して設置するものの場合】 

商業施設等の店頭に設置される立看板型、独立看

板型のもので、敷地内に設置するもの（公共的団

体等が過剰な利得を目的とせず設置するものは

これに限らない） 

駅前広場周辺区域 

※松戸駅東西駅前広場境界

から 100ｍの範囲 

【壁面に設置するものの場合】 

建物１層部の外壁に設置されたもので、歩行者の

見やすさに配慮したもの（ペデストリアンデッキ

その他これに類するもの及びこれらに接続する

部分に付随する外壁に設置するものを含む） 

 

 

 

③ 県条例 

・千葉県屋外広告物条例の規定により、一定規模を超える広告物等を表示又は設置しようとする際には許可を受

ける必要があります。 
 

区分 許可申請を必要とする場合 

許可地域 建築物等に表示・ 

設置するもの 

 自家用広告物※1以外の場合 

 自家用広告物で、敷地内（一の事業所）の広告物等の総表示面積が20㎡を超

える場合 
独立広告物  自家用広告物以外の場合 

 自家用広告物で、敷地内（一の事業所）の広告物等の総表示面積が20㎡を超

える場合 

 自家用広告物で、1表示面積※2が10㎡を超える場合 
禁止地域  敷地内（一の事業所）の広告物等の総表示面積が15㎡を超える場合 

※1）自家用広告物とは、自己の氏名、名称、商標又は事業の内容を表示するため自己の住居、事業所又は作業場に表示し、又
は設置する広告物等をいいます。 

※2）1 表示面積とは、片面一面当たりの表示面積をいいます。 
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５．ガイドラインの構成、使い方 

・本ガイドラインは、市全域の屋外広告物の設置にあたってのルールに加え、松戸駅周辺地区の良好な景観づく

りを進めるため、屋外広告物を計画するうえでのポイント等を具体的な事例とあわせて示すものです。広告を

発信する人（広告主）や制作者（広告事業者）だけではなく、市民の方々にも広く屋外広告物について理解を

深め、活用してもらうものとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

特に読んでほしい方 

市
民
の
方 

広
告
主
の
方 

広
告
事
業
者
の
方 

目次・構成 

１ 松戸駅周辺屋外広告物景観ガイドラインについて 広く知って共

有 し て い た

だ き た い 取

組 み の 考 え

方や方向性 ２ 松戸駅周辺の景観・まちづくり 

必 ず 守 る 必

要 が あ る ル

ール 

4 千葉県屋外広告物条例に基づくルールの遵守 

景 観 形 成 上

のルール、配

慮事項 

5 松戸駅周辺共通の配慮事項 

6 デジタルサイネージの配慮事項 

実現してい

くための取

組み 

8 実現に向けて 

・松戸市における千葉県屋外広告物条例による屋外広告物の

種類や許可基準を紹介しています 

・松戸駅周辺地区における屋外広告物の表示及び掲出に関す

る配慮事項を定めています 

・松戸駅周辺地区におけるデジタルサイネージの表示及び掲

出に関する配慮事項を定めています 

・ガイドラインの目的や市の計画上の位置づけ、活用につい

て紹介しています 

・松戸駅周辺地区の成り立ちや景観特性について解説し、地

区の景観形成の方針やそのための基本的な考え方を紹介

しています 

基
本
編 

ル
ー
ル
編 

実
現
編 

・魅力ある屋外広告物と魅力ある景観を両立して実現してい

くための考え方、取り組み方を紹介しています 

３ 魅力ある屋外広告物景観の創出にむけて 

・屋外広告物の設置等に関するルールや配慮事項、屋外広告

物とまち並み景観の考え方について紹介しています 

7 重点的に景観形成を図るエリアの配慮事項 

・重点的に景観形成を図るエリア・通りの沿道の魅力ある風

景サインを育むための配慮事項等を定めています 
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２ 松戸駅周辺の景観・まちづくり 

１．松戸駅周辺の景観特性 

（１）古くから栄え多くの人々が集まる商業地 

・松戸駅周辺は、江戸時代には松戸宿が形成され、昭和 30 年代

以降の急速な都市化が進む中、数多くの店舗が建ち並ぶなど、

市内随一の商業地として栄え、にぎわいのある街の景観が形

成されています。 

・松戸駅西側の旧水戸街道沿いには歴史ある社寺や商家が点在

するほか、国の重要文化財や名勝にも指定された戸定邸など

があり、松戸まつりや松戸花火大会などのイベントが開催さ

れ、市外からの訪問客にとっても松戸の景観を印象づける重

要な拠点となっています。 

 

（２）周囲に点在する貴重な歴史・自然の景観 

・旧水戸街道と丘陵地の相模台に挟まれた場所に鉄道が敷設さ

れ、明治 29 年に松戸駅が開設されました。現在では駅前に多

くの商業・業務施設が建ち並んでいますが、その周辺には松戸

宿や社寺が立地し、西の坂川や江戸川、東の相模台には戸定邸

や大学、公園が立地しています。 

・松戸駅から 10 分程度歩いた場所には豊かな歴史・文化、自然

があり、松戸固有の財産です。駅とこれらの資源とのつながり

を大切にし、駅周辺においても松戸ならではの魅力ある景観

を育むことが大切です。 

  

大正期の松戸駅周辺 

松戸神社 

松戸駅周辺の主な歴史・文化、

自然の景観資源や公共施設 

松戸駅 

江戸川 

水戸街道 

戸定邸 

坂川 

出典：国土地理院発行 2.5 万分の 1 地形図 

   「松戸」大正 6年測量 

●千葉大学

●小山樋門 
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（３）駅前の都市空間と景観 

・現在の松戸駅は昭和 40 年代に再整備されたものです。当時、歩車分離による安全確保を目的に、駅の東西に改

札口と連絡するデッキが設置されました。 

・これに伴い、駅前の商業・業務ビルはデッキと連絡するように建物の出入口が上下に設けられました。デッキ

の上下からの見え方を考慮して同じ広告物を複数設置するケースもみられます。 

・結果として広告物の数が増え、情報量が多いまち並みを形成しており、広告物が景観やまちの印象に大きく影

響しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まちの動きとまちづくり 

・松戸駅周辺において、昭和 40 年代から整備されてきた良好な都市基盤

の更新時期を迎え、より良い市街地環境の再構築が必要となるなどの社

会動向を踏まえ、新たな松戸の顔となる便利で魅力ある地域を目指して

います。JR 松戸駅の改良工事にあわせて、平成 28 年度から「松戸駅周

辺地区都市再生整備計画事業」により、松戸駅西口デッキや春雨橋親水

広場等の整備を進めてきました。 

 

・松戸駅周辺地域については、今後もユニバーサルデザインに配慮した空

間づくり、地域の回遊性を高める公共サインや坂川散策路等を整備し、

やすらぎを感じられる駅前空間や魅力あふれる滞留空間を目指し、にぎ

わいの中にも品格の感じられる景観を育んでいくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春雨橋親水広場のにぎわい                坂川の公共サイン 

 提供：屋外シネマ © Asuka Sato 

 

 

 

 

  

立体的な駅前空間であ

り、デッキ上下を利用す

る歩行者の目線・見え

方に影響します。 

まちの印象を高めるた

めにも歩行者の立場か

らの景観への配慮が大

切です。 

松戸駅西口 
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２．景観づくりの方向性 

・松戸駅周辺は、本市の顔にふさわしい魅力やにぎわいを高めるまちづくりを進めていくことを目指しています。

そのためにも、次のような点を踏まえて景観づくりに取り組んでいくこととします。 

 

 

 

・まちのにぎわいは、人々が集まり様々な活動・交流によってもたらされるもので

す。大きな広告物や派手な看板など、威圧的なものでは人が近寄らず、逆効果で

す。 

・まちの魅力にもつながる広告物をつくり、増やしていくことで、まちが魅力的で、

居心地がよいと感じられる場に発展させていくことが大切です。 

 

 

 

・芸術・文化が継承され、大勢の人々が集まり親しまれる場には、そのまちそのも

のに品格があり、そこから醸し出される品格がまちに現れるものです。 

・にぎわいの中にも、落ち着きがあり、心満たされる風景づくりに発展させていく

ことが大切です。 

 

 

 

・少子高齢化や ICT など社会の変化のなか、商業環境の活力を維持し高めていくた

めには、まちの印象を高め、心地よく巡れる場としていくことが大切です。 

・市民や来訪者がまちの魅力を感じ、まちの印象が高まるよう、わかりやすさや魅

力を伝えることを意識し、まち全体が心地よく過ごせるよう発展させていくこと

が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松戸駅周辺にある、古くから伝えられる歴史や
資源、多彩なイベントなど、街の活性化につな
がるポテンシャルを活かし、さらに魅力ある景
観・まちづくりを進めていきましょう 

にぎわい 

品格 

思いやり 
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３．松戸駅周辺の屋外広告物から考える景観づくり 

（１）相互の関係性や秩序を考慮しましょう 

・屋外広告物は、市民にとって最も身近な景観要素のひとつです。現在、

松戸駅周辺地区には、多種多様な屋外広告物が存在を競い合うように

掲出されており、多くの市民にとってはそれが当たり前の景観となり

つつあります。 

・屋外広告物を安全に設置するため千葉県屋外広告物条例によりルール

が定められていますが、まち全体としてより良い風景をつくっていく

ためには、隣近所、通り沿いなど相互に調整や協力・協調して屋外広

告物のデザインを考えていくことが大切です。 

・また、屋外広告物は店舗等の情報を伝達するものであり、個々に目立

たせるのではなく、位置や大きさをそろえるなど秩序あるものとし、

人々に認識されやすくすることが必要です。 

 

（２）多くの人々にも配慮したデザインを考えましょう 

・松戸駅周辺には、商業・業務ビルに加え、市役所や病院、大学など様々な施設が立地し、多種多様な人が往来

しています。 

・屋外広告物は屋外にいる不特定多数の人の目に留まります。宣伝のターゲットとする人だけでなく、周辺住民

や通勤・通学などでまちに訪れる人など、日常生活の中で広告物を目にする人にも配慮が必要です。 

 

（３）地域ならではの景観資源に配慮し、より魅力的な景観をつくりましょう 

・松戸駅周辺地区は、古くから多くの人が集い交流するにぎわいのある

まちで、坂川の自然や社寺や商家など歴史・文化を伝える資産があり

ます。 

・屋外広告物をデザインする際に、こうした地域らしさを取り入れるこ

とで、より魅力的な景観をつくることができます。 

 

（４）企業や地域の価値を高めましょう 

・屋外広告物は、事業主や企業の顔となるものでもあり、魅力的な景観

をつくり出している屋外広告物は、地域に暮らす人や訪れる人をもて

なし、広告主自身の価値を高めることにもつながります。 

・地域に親しまれるまちは、住んでみたい、訪ねてみたい、買物をしたい、

美味しいものを食べたいと感じられるまちとなり、まちのにぎわいや活

力につながります。 

 

（５）屋外広告物による景観をみんなで育みましょう 

・屋外広告物には様々な人が関わっているものです。広告主や広

告事業者は良好な景観形成や安全な広告表示を行い、設置後の

維持管理に関わります。また、行政は景観誘導や良質な公共サ

イン整備等の役割を担っています。そして、まちを行き来する

市民や来訪者が広告物を見て好感度の高い店舗に来るなど、ま

ちのにぎわいにつながります。 

・すべての人がそれぞれの立場で工夫して屋外広告物による景観

づくりに取組んでいくことで、全体で良好な景観につながり、

魅力あるまちの景観をつくることができます。 

 

 

  

建物の外壁と色合いをそろえた上品な色

遣いと書体を用いた広告物 

歴史あるまち並みの風格を感じさせる看

板（扁額） 
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３ 魅力ある屋外広告物景観の創出にむけて 
 
・本ガイドラインの P.11～P.39 では、屋外広告物の検討・制作にあたっての検討すべきルールや配慮事項を整理

しています。屋外広告物の宣伝効果や演出効果を高め、より魅力的なデザインとしていくための参考としてい

ただき、本ガイドラインを活用し、検討・作成を進めてください。 

 

１．本ガイドラインにおける屋外広告物のルール・配慮事項の見方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

4.千葉県屋外広告物条例に基づくルールの遵守 
 

禁止広告物 

・設置を禁止する広告物 

屋外広告物を掲出する際には、千葉県屋外広告物条例に定められたルールを遵守すると 
ともに、許可手続き（P.41 参照）が必要です。 

許可基準・共通基準 

・広告物の種類に限らず共通
で守る基準 

許可基準・個別基準 

・種類別の基準について代表
的なものを紹介 

P.１2～１3 

5.松戸駅周辺共通の配慮事項 （屋外広告物重点協議区域）  
 

 

 

 

 

 

 

 

6.デジタルサイネージの配慮事項 （屋外広告物重点協議区域）  
 

共通で考えたい基本的な配慮事項 

 

屋外広告物は公共性が高く、市民の共有財産である景観へ影響を与えるとともに、安全で快
適なまち並みの創出に係るものです。個々のデザインだけでなく、見る人や建物・通りなどを
意識することが大切です。 

P.14～30 

大きさ・高さ 数・情報量の

整理 
色彩・素材・ 

工夫 
建物や通りと

の調和 

花とみどりと 

一緒に 
眺望への配慮 安全性の確保 

品格のある 

照明の演出 

以下のエリアで掲出される場合は、エリア別の配慮事項についてもご確認ください。 

□
□
□
□
広
告
物
□
共
通
□
□
内
容 

 7.重点的に景観形成を図るエリアの配慮事項 （駅前特定区域）      ） 
 

P.34～３9 

エリア別の特性、景観づくりの方向性、配慮事例 

 
 きてみてまつど通り 東口デッキ 

松戸駅周辺において、先導的な景観形成を図りたいエリアについては、エリア特性に応じた、
よりきめ細やかな検討を行うことにより、エリア固有の景観を守り、つくり、育てていくこと
が大切です。 

特
定
の
エ
リ
ア
に
関
す
る
内
容 

共通で考えたい基本的な配慮事項 

 

P.31～33 

にぎわい・ 

親しみの演出 

窓面への配慮 

表示方法 

光・音・動き 
設置位置 

形態・意匠 
表示内容 

コンテンツ 
運営 
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２．屋外広告物による景観形成の基本的な考え方 

・松戸駅周辺の屋外広告物による景観形成においては、景観づくりの方向性やまち並みの特性、見る人の視点か

ら、広告物の表示位置を区分し、基本的な考え方をふまえた屋外広告物の誘導を図ります。 

 
 

振り分け 屋外広告物における基本的な考え方 

上層部 

（建物の頂部／最上階） 

通りやデッキからの見え方やス

カイラインへの影響が大きい広

告物 

○まち並みのスカイラインに配慮する。 

〇周辺への見通しの妨げとなるもの、圧迫感・強い刺激を与える規模や色彩の

広告物は避ける。 

〇通りやデッキからの見え方、見通しに配慮し、アイストップが引き立つよう頂

部への広告物の掲出は控える。 

中層部 

（概ね３階以上～上層部の間） 

歩行者の目線から外れ、建物や

通りの印象への影響が大きい広

告物 

〇建物としての魅力を高める。 

〇通り、まち並みとの調和を大切にする。デッキにおいては、広がりのある空間

との調和を大切にする。 

〇大きさや数の工夫等によりすっきりとした統一感を演出する。 

低層部 

（概ね２階以下） 

歩行者の目線で、低層部のにぎ

わいを演出する広告物 

○歩行の妨げになるようなもの、圧迫感・強い刺激を感じる長大・華美な色彩

の広告物は避ける。 

〇歩行者を意識した広告物の掲出により広告効果を高める。 

〇歩行や滞留を楽しめる設えにより低層部のにぎわいをつくる。 

〇周辺の河川、広場、社寺等へ接続するみどりの連続性をつくる。 

〇周辺の魅力ある資源への案内誘導など、周辺への人の流れをつくる。 

アイストップ 

通りのアイストップとなる建物

の広告物 

〇アイストップは建物のデザインを活かしたすっきりとした広告物とする。 

 
 

 

 

図 遠景・中景・近景の振り分け 
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４ 千葉県屋外広告物条例に基づくルールの遵守 
 
・サインの掲出にあたっては、まちの景観や安全を守ることを目的として定められた「千葉県屋外広告物条例」

によるルールがあります。ここでは、千葉県屋外広告物条例のうち、松戸駅周辺において想定される代表的な

基準等を抜粋して紹介します。 

１．禁止広告物 …以下の広告物は設置できません 

・著しく汚染し、退色し、又は塗料等のはく離したもの 

・著しく破損し、又は老朽したもの 

・倒壊又は落下のおそれのあるもの 

・交通の安全を妨げるおそれのあるもの 

 

２．許可基準・共通基準 …以下の基準を満たす必要があります 

・地色に黒色又は原色（赤、青及び黄の色をいう）を使用したことにより、良好な景観の形成を阻害し、又は風

致を害するものでないこと。ただし、登録商標については、この限りでない。 

・蛍光塗料、発光塗料又は反射の著しい材料等を使用したことにより、良好な景観の形成を阻害し、若しくは風

致を害し、又は、交通の安全を妨げるものでないこと。 

 

３．許可基準・個別基準（代表的なもの）…詳細は屋外広告物のしおり（千葉県）等を参照 

（１）建築物等に表示し又は設置する広告物等 

 

 
（２）建築物等から独立した広告板等 

 
 
 

※ 自家用広告物とは、自己の氏名、名称、商標又は
事業の内容を表示するため自己の住居、事務所
又は作業場に表示し、又は設置する広告物等を
いいます。 

  

〇壁面利用広告物（A1、A2） 

・1 壁面につき、壁面面積の 1/5 以下 

・壁面から突き出し不可 

・窓その他の開口部をふさがないこと（広告幕を除

く） 

〇突き出し広告物（B） 

・突出幅は 1m 以下 

・広告物の上端は軒高以下 

〇屋上広告物（C）  

・壁面最大投影面積の 1/5 以下 

①１表示面積は 30 ㎡以下 

②上端の高さは 15ｍ以下  

③広告物相互間距離（D）は、5ｍ以上  

 ただし、自家用広告物※以外は 

 ・道路の路肩から側方へ 20ｍ以内の区域において、 

  １表示面積 10 ㎡を超えるものは D≧50ｍ  

 ・鉄道等から側方へ 100ｍ以内の区域において、 

  １表示面積 10 ㎡を超えるものは D≧100ｍ 

④自家用広告物以外の広告物について、 

鉄道等までの距離 100m（商業地域にあっては 20ｍ）

以上 

15
ｍ
以
下 
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（３）広告幕 

 
■広告幕（懸垂幕）                  ■旗、のぼり及び横断幕 
 

 
 
 

（４）立看板 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

４．広告物等を表示・設置する者の義務  

…設置者や管理者には、屋外広告物の表示・設置後に次の義務があります 

 
（１）許可の表示 

許可を受けた広告物等には、所定の帳票等により許可を受けたことを表示しなければなりません。 

  

（２）管理義務 

設置者や管理者は、広告物の補修や管理を怠らないようにし、良好な状態に保持しなければなりません。 

 

（3）除却義務 

許可期間が終了したときなどは、広告物を除却し、その旨を許可権者に届け出なければなりません。 

 

（4）更新許可申請 

許可期間満了後も広告物を表示、設置しようとするときは、更新許可を受けなければなりません。 

  

非常用の進入口又は避難器具が

設置された窓又その他の開口部

（建築基準法施行令第126条の6

第 2 号に規定する窓その他の開

口部を含む）をふさいで表示し、

又は設置しないこと。 
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５ 松戸駅周辺共通の配慮事項  
 

・ここでは松戸駅周辺地区の屋外広告物重点協議区域において、屋外広告物の情報伝達手段としての機能や効果

を高めながら、まちの景観を構成する要素として意識したデザインとするための配慮事項や事例を掲載してい

ます。 

・また、屋外広告物は設置される位置によって種類があり、それぞれ効果や役割が異なります。配慮事項ごとに、

種類別の配慮例も示していますので、検討の際の参考としてください。 

・市全域の駅周辺などにおいても参考となりますので、ご確認下さい。 

 

１．見る人に配慮した大きさ・高さ 

（１）見る人に圧迫感を与えない大きさや高さとしましょう 

・ 過度に大きい広告物や高い位置に覆いかぶさるように設置された

広告物は、見る人に圧迫感を与える要因になります。 

・ 広告物の面積や位置は、情報を伝達する対象（歩行者、車など）の

ために必要な程度とし、過大な広告物は設置現況を改善しましょう。 

 
 
 

（２）見る人が視認しやすい位置に効果的に掲出しましょう 

・ 歩行者の視野は限られており、まちに掲出された全ての広告物が認識されるわけではありません。 

・ 歩行者の目に入りやすい低い位置に集約するなど、視覚の特性を踏まえた効果的な表示をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

文字の可読距離と大きさ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築物とサインを一体的にデザインし、リズミカ

ルで楽しげな外観をつくり出している例 

サイン類を 3 階以下の低層階に集約し、まちの

にぎわいをつくり出している例 

参考：図記号大きさ設定の目安（『ひと目でわかるシンボルサイン』 交通モビリティ財団） 

視認距離ごとの図記号および文字の大きさ設定の目安
は、「文字の高さ×250＝視認距離（cm）」で算出するこ
とができます。 
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歩行者の目線 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

広告物の種類別の配慮例 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 

（対象：屋上広告板（塔）、壁面広告板、壁面突出広告板） 

→広告物の表示面積を抑え、建築物の壁面に適度な空間を設ける。 

壁面のサインを小さくまとめ、 

外壁にゆとりをもたせました。 

→広告物は建築物の低層階（3 階以下程度）に集約・設置する。 

→高層階の広告物は建物名称など、シンプルな表示内容とする。 

サインを低層階に集め、頂部の

サインは箱文字としました。 

○３階以上の部分にはあまり目
が行きません。 

○１～２階の壁面を利用した広
告物は目に入りやすく、まち
並みの魅力やにぎわいを創っ
ていくうえで重要です。 

見る対象や状況に応じた適切な大きさや
高さにすることで、広告物の情報伝達効
果を高めることができます。 

参考：場の秩序化（『屋外広告物の知識 デザイン編』 ぎょうせい） 
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２．多数の掲出は避け、極力コンパクトに集約 

（１）多数の広告物を反復して掲出することを避けましょう 

・ 同じ内容の広告物が繰り返し掲出されると、くどい印象を与えるとともに、まち中が広告物だらけになってし

まいます。 

・ 同一壁面に数多くの広告物を掲出したり、多数ののぼり旗を並べることを避け、すっきりとしたまち並みを整

えましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）デザインや表示内容に秩序を持たせましょう 

・ 多様な情報が規則性なくばらばらに表示されていると、情報が伝わ

りにくいだけでなく、まち並みも混乱します。 

・ 情報の質や表示位置、デザインなどをそろえ、来訪者を適切に案内・

誘導する親切なサイン環境を整えましょう。 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

テナントごとに一面のサインを通りからも十分

視認できる大きさで表示している例 

テナントごとに表示面積を決め、掲出位置を揃えることで、切り文字と平面の

広告物が混在しながらもすっきりした印象を与えている例 

サインの大きさや表示内容、地色などをそろ

え、店舗の所在をわかりやすく表示している例 

広告物の種類別の配慮例 

簡易な広告物の配慮事項 

（対象：立看板、広告旗、貼り紙、貼り札） 

→敷地内に設置し、通行の妨げとならないようにする。 

→同じものを複数枚、連続せず、1 敷地や 1 建物に 2 か所までとするなど、必要最小限の大きさ、設

置数とする。 

→のぼり旗は適度な離隔（3m 程度）をもたせて掲出する。 

サインの数を整理し、見やすく 

圧迫感のない場所に配置しました。 

広告物のデザインを統一し、最小限とす
ることで、建物本来の表情がまち並みの
中で生きてきます。 
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広告物の種類別の配慮例 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 

（対象：屋上広告板（塔）、壁面広告板、壁面突出広告板） 

→同一壁面に同じ内容の広告物を複数掲出することを避ける。 

サインの数を整理し、見やすく 

圧迫感のない場所に配置しました。 

→テナントビルなどでは広告物の位置や面積、表示内容をそろえる。 

→広告物を一箇所にまとめ、集約化して表示する。 

 
サインの大きさやデザインを 

そろえて一覧しやすくしました。 

広告物の大きさを統一し、最小限とする
ことで、建物本来の表情がまち並みの中
で生きてきます。 

●まち並みが映えるよう、圧迫感を感じる程の大きさや刺激の強い色彩を避ける。 

●集約化、重複の表現を避ける等により、

解放感のあるデッキ空間へ。 

悪い例 

良い例 
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３．広告効果を高める色彩や素材の工夫 

（１）広告物の地色の派手な色彩や極端な低明度色を多用することを避けましょう 

・ 鮮やかな色彩は、強い印象を残すのに効果的である一方、来訪者に派手で落ち着きがない印象を与える要因

にもなります。また、極端な低明度色は、まち並みの中で強すぎる印象を与えます。 

・ 鮮やかな色彩や極端な低明度色は、ワンポイントで印象的に用いるなど、色彩の効果と景観のバランスを考

慮した色使いとしましょう。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（２）色数を抑えてわかりやすく表示しましょう 

・ まちには多数の広告物が、それぞれの色彩やデザインを主張しながら掲出されています。 

・ 必要以上の色彩を用いることで、雑然とした印象をつくり出さないよう、広告物に用いる色彩を吟味し色数

を抑えましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）素材などを工夫しましょう 

・ 店舗や企業イメージの形成には、素材の持つ質感は有効な手段の１つであ

ると言えます。例えば、木材は、親しみや温かい印象を与えるとともに、

歴史の積み重ねを感じさせてくれます。また、金属は、品格や洗練された

印象や落ち着きなどを感じさせてくれます。 

・ 素材とあわせて照明を工夫することで、演出効果を高めることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

立地により色彩を使い分け、地色の彩度を抑える

等の配慮で親しみやすい店舗としている例 

ビル名やテナントサインの色数を抑え、広告幕は

すっきりとしたデザインとしている例 

施設名の色数を抑え、すっきりとしたデザインと

している例 

木材と金属、ランタン風の照明の組み合わせにより

目に留まるデザインとなっている例 
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屋外広告物の地色と表示色 

 

・屋外広告物の色彩は、地色（ベースカラー）と表示色（アクセントカラー）に分けて考えます。 

・大きな面積を占める地色は、特に建物の外観や周辺環境（通りやまち並み、みどり）との調和を図ることが

大切です。 

 
 
 
 

 

 

 

 

・なお、広告物の地色（ベースカラー）は、以下の通りとする。また、極端な低明度（明度 2 以下）を避ける。

ただし、自然素材（木材・金属など）についてはこの限りではない。 
 

色相 明度 彩度 

R（赤）YR（黄赤）Y（黄） 
規定しない 

10 以下 

GY（黄緑）G（緑）BG（青緑）B（青）PB（青紫）P（紫）RP（赤紫） 6 以下 

 

名称 意味 

地色（ベースカラー） 広告物の地となっている大きな面積を占める色。 

表示色（アクセントカラー） 文字やマーク等を表示する色。地色に対して、小さ

な面積の色。 

広告物の配慮例 

→広告物の地色に原色（彩度 10 超）や極端な低明度色（明度 2 以下）を用いることを避ける。 

→盤面に金属を用いる場合は、反射の強すぎるものは避ける。 

落ち着いた色や素材感を

工夫しました。 

→広告物の色彩は 3 色以内を基本とする。 

→広告物の地色と文字や図版に適度な対比をもたせ、視認性を確保する。 

 

色彩や素材の持つ効果を活かすデザインは、
すべての広告物において大切です。 
演出装置としての照明もデザインの大切な
要素として検討しましょう。 
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４．建物や通りと調和したデザイン 

（１）建築物の外観や外壁との調和を考慮した配置やデザインとしましょう  

・ 広告物の色彩は背景となる建築物の色彩や素材など、壁面の意匠との調和を考慮することが大切です。店舗

や企業イメージを高めるため、建築物の外観デザインや外装材との調和を図りながら、色彩や素材の持つ効

果や質感を積極的に活用しましょう。 

・ 切り文字や箱文字など、壁面の色彩や素材感を活かした表示などを採り入れ、建築物との調和を図りましょ

う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）周囲の環境（通り、まち並み、みどり）を考慮した配置やデザインとしましょう  

・ 広告物の色彩は背景となる建築物の色彩や周囲の広告物の色彩との調和を考慮することが大切です。 

・ 切り文字や箱文字など、壁面の色彩や素材感を活かした表示などを採り入れ、建築やまち並みとの調和を図

りましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）まちかどでは、コーナー性を活かしたデザインとし、周辺への見通しに配慮しましょう 

・ 通りやまちの印象へ与える影響の大きなまちかどは、隅切りがある場合、３面が通りに面しています。 

・ 通りの顔、周辺とつながる大切な結節点として、過剰な色彩や規模を避け、周辺への見通しやわかりやすさ

に配慮しましょう。 

 
 
 
 
 

 
 

  

建物の外壁に壁面緑化を採り入れ、テナントのサ

インを箱文字で統一している例 

建物の外壁や入口のデザインを活かした色彩やデザイン（切り文字やのれん）

がされ、広告物と建物相互に魅力が高められている例 

色彩や素材、デザインが建物の外観と調和し、店舗のこだわりや落ち着きが感じられる例 

まちかどに沿った建築物の外観を生かし、素材

や切り文字のデザインが施され、洗練された印

象を与える例 
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通り単位での広告物景観づくり 

 
・広告物は、建物や街路などに比べると、短期間で

通りの個性や魅力づくりが可能であるというメ

リットがあります。 

・個々の建物や店舗の特徴は生かしつつ、素材や大

きさ、位置を揃える、統一感のあるバナーフラッ

グを設置するなど、通りの景観づくりに、広告物

を積極的に活用しましょう。 

  

広告物の種類別の配慮例 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 

（対象：屋上広告板（塔）、壁面広告板、壁面突出広告板） 

→広告物は背景となる建築物や周囲の広告物と色相などをそろえる。 

→切り文字や箱文字などの表現を工夫する。 

 

建築物の色とサインの色に統一性を

持たせました。 

建物の外観を活かしたデザインとするこ
とで、広告物と建物相互の魅力を高め、
通りの魅力へとつながっていきます。 

→まちかどでは、周辺への見通しや安全性の確保のため、デジタルサイネージや過剰なデザイン

の広告物は避ける。 

 

→情報量や数を絞り、歩行者目線でまち並みが隠れないような規模や配置とする。 

 

簡易な広告物、独立広告物の配慮事項 

（対象：立看板、広告旗、貼り紙、貼り札、独立広告物） 

商店主の顔をデザインしたバナー

フラッグを設置（東京都文京区） 

出典：認定 NPO 法人 街 ing 本

郷 HP 

コーナー性を活かし、すっきりと 

見通しの良いデザインとしました。 

簡易広告物の数を絞り、 

建物やまち並みが 

見えるようにしました。 
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５．にぎわいや親しみやすさ、花やみどりによるうるおいや癒しの演出 

5-1 にぎわいや親しみやすさの演出 

（１）ショーウインドウや内部のディスプレイ、空間を積極的に活用しましょう 

・ 建物そのものの外観を活かしつつデザインされたショーウインドウは、建物やまち並みのアクセントとなり、

歩く人の目に留まります。 

・ 店内の様子や提供する商品、サービスなどを効果的に伝えることができるよう、通りに対して透明性のある

設えを工夫しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（２）季節感や店主のこだわりを伝えましょう 

・ 置き看板やのぼり、のれんなどの簡易な広告物は、極端なものや圧迫感を与えるものを避け、歩行者に親し

みを与える規模やデザインとすることが大切です。 

・ 素材や色彩の効果的な演出や季節感、手作り感の演出によって、店舗のイメージづくりや購買意欲向上につ

ながるよう工夫しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）固有の資源や特徴ある通りなどを生かしましょう 

・ 松戸駅周辺には、きてみてまつど通りや市役所前通り、商店街など個性ある通りや界わいがあります。 

・ まち並みのスケール（店舗の規模や業種）や街路のデザイン（街路樹や街路灯、舗装など）に配慮し、逸脱し

た過剰なデザインは避けましょう。 

 
 
 

  

通りから見通せる魅力的な商品デ

ィスプレイや店内の様子が歩く人へ

の広告効果をもたらしている例 

可変性のあるのれんやディ

スプレイにより季節感を演

出している例 

建物の表情を活かした切り文字の広告物

やみどり、インテリアにより店主のこだわ

りや暖かさが感じられる例 

きてみてまつど通り 市役所前通り（松戸駅東口商店街） 高砂通り商店街 

灯篭型の看板や壁面のデザイン、インテリアにより店主

のこだわりや暖かさが感じられる例 
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広告物の種類別の配慮例 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 
（対象：壁面広告板） 

→壁面広告物は、店舗や建物の「顔」としてデザインし、通りを歩く人へ配慮した形態意匠とする。 

→建物の外構や商品ディスプレイが持つ広告効果を意識し、魅力ある店構えを演出する。 

 

→置き看板やのれん等の簡易広告物を効果的に活用し、季節感や店主のこだわりを表現する。 
 

簡易な広告物の配慮事項 

（対象：立看板、広告旗、貼り紙、貼り札） 

窓面広告物の配慮事項 

（対象：窓面広告物、デジタルサイネージや照明を利用する広告物） 

→窓面を覆い隠すような設置の仕方は避け、通りに対して透明性を確保する。 

 

通りへの透明感、季節感を演出し、思わず
覗き込みたくなる素敵な店先やエントラ
ンスをつくりましょう。 

簡易広告物の数を減らし

ながら建物の表情を活か

し、工夫しました。 

建物の外構を活かし、歩

行者に配慮した大きさ

としました。 

窓面を覆い隠す設置を 

避け、簡易広告物を活用 

しました。 
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5-2 花やみどりによるうるおいや癒しの演出 

（１）みどりをデザインに取り入れ、印象的な広告物をつくりましょう 

・ 花やみどりとバランスよく配置された屋外広告物は、ゆとりとうるおいのある空間を演出するだけでなく、

魅力的な店構えやエントランスをつくることができます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）花やみどりと組み合わせ、店先や壁面を彩りましょう 

・ 広告物のデザインに直接取り入れない場合も、花やみどりを組み合わせることは、店舗や建物のエントラン

スを魅力的にするうえで効果的です。積極的に花やみどりを活用しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 
（３）街路樹やフラワーポッドなど通りや広場のみどりを生かしましょう 

・ 街路樹や花壇、フラワーポッドなどの花やみどりがある通りや広場では、広告物のベースカラーを抑える、

規模やデザインを工夫するなど、花やみどりが映えるよう配慮しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

みどりとの組み合わせにより、柔らかく親しみやすい印象を与える店構えとなっている例 

街路樹やバナーフラッグ、ハンギングバスケットなどのみどり

と建物エントランスの花々が一体となって、うるおいのある

街路空間となっている例 

落ち着いた色彩と切り文字のデザインにより建物の外壁と調

和している例 

みどりと調和した素材（透明感のあるもの、木材）

を使用し、温かみや洗練された印象を与えるデザ

インとなっている例 
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広告物の種類別の配慮例 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 

（対象：壁面広告板） 

→壁面広告物は、花やみどりが映えるよう、規模や色彩（ベースカラーを抑えるなど）、デザイン

（切り文字とする、素材の工夫）を検討する。 

 

花やみどりを採り入れることで、癒しや
親しみ、洗練された印象づくりなど、演出
効果を高めることができます。 

→必要最小限の情報量、数としつつ、花やみどりと組み合わせることで、広告物の存在感を引き

立て、柔らかくも人の目に留まる店構えやエントランスとする。 

 

簡易な広告物の配慮事項 

（対象：立看板、広告旗、貼り紙、貼り札） 

簡易広告物の数を減らし、 

みどりを組み合わせました。 

通りのみどりが映えるよう、広告物の数を

減らし、ベースカラーを抑えました。 
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6．眺望に配慮したデザイン 

（１）眺望に影響する場所では屋上広告物の掲出を控えましょう 

・ 開放感のある眺望や歴史的な景観資源に向けた眺望などに影響がある

場所では、固有の眺望景観への見通しを確保することが大切です。 

・ 高い位置への広告物の掲出、圧迫感を与える過度な規模や色彩の使用

は避け、解放感が感じられるまち並みを形成しましょう。 

 
 

 
 
 

（２）高い位置の広告物は建物名称など必要最小限の情報としましょう 

・ 高い位置に広告物を掲出する場合は、広域への影響を踏まえ、派手な色彩等で企業や商品の宣伝をするので

はなく、必要最小限のシンプルな表示としましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）駅前デッキでは過度な規模の広告物の掲出は避けましょう 

・ 松戸駅を出た際のまちの玄関口として、わかりやすさや親しみを大切に

しましょう。 

・ 周辺への見通しの妨げとなるもの、圧迫感や強い刺激を与える規模や色

彩の広告物は避けましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

眺望に影響を与える屋外広告物を撤去し、

まち並みの解放感を取り戻している例 

企業名のみのシンプル

な表示としている例 

商品ブランドの広告物の

大きさ、地色を統一するこ

とで、バランスよく配置さ

れている例 

広告物の種類別の配慮例 

西口デッキ 

建物を利用する屋外広告物の配慮例 

（対象：壁面広告板） 

→デッキ上では、引きで見た際の眺望

に配慮する。 

→デッキ下では、歩行者に配慮し、過

剰な規模、色彩を避ける。 

 

デッキでは、デッキ上下のそれぞ
れの見え方やスケールに配慮し、
情報を整理しましょう。 
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7．美しく安全な広告物 

（１）歩行者の安全に配慮し、歩道上には広告物を掲出してはいけません 

・ 歩道は、多様な人が行き来する公共空間であり、歩道上に広告物を掲出すること、広告物がはみ出している

状況は、不法占有になります。絶対にしてはいけません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）交通標識や交通信号に配慮しましょう 

・ 交通標識や交通信号、道路標識等への視線を遮らない位置や規模にしましょう。 

・ 交通標識や交通信号、道路標識などと混同するような色彩や写真等の視認性を低下させるデザインの広告物

を避け、また、強い点滅照明や動きを伴う広告物の設置を控えましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）安全性にも配慮し、適切に維持管理をしましょう 

・ 看板の落下事故を契機に、広告物の安全性にも社会的関心が集まっ

ています。 

・ 数多くの歩行者が行き交い、多数の広告物が設置された松戸駅周辺

では、特に広告物の安全管理が重要です。 

・ 定期的な安全点検や清掃をおこない、劣化や汚損した広告物は、改

修や除却をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

交差点周辺では、交通環境の安全

性の確保を意識しましょう。 

劣化が進んだサインは交換・除却

しましょう。 

「オーナーさんのための看板の安全管理ガイド

ブック」屋外広告物適正化推進委員会も活用し

ましょう 

少しなら大丈夫、あの店舗もやって

いるから大丈夫という考えはやめ

ましょう。 

× × × 



 
28 

8．照明 

（１）動光、点滅するものや光源の過剰な照明は避けましょう 

・ 屋外広告物においても魅力的な夜間景観を演出する役割が期待さ

れています。一方で、過剰な照明は周辺環境へ悪影響を及ぼすこと

から「光害（ひかりがい）」と呼ばれおり、屋外広告物においても、

周辺の夜間景観との関係に配慮した適切な照明・光とすることが大

切です。 

・ 動光や点滅するものや光源の過剰な照明は避け、周辺の夜間景観に

配慮しましょう。 

 
 
 

（２）品格や広告物のデザインが生きる照明方法を工夫しましょう 

・ 照明を工夫することで、演出効果を高めることができます。 

・ ポイントとなる部分を効果的に照らす、間接的に照らす方法を工夫

することで、品格や広告物のデザインを活かす照明を検討しましょ

う。 

 
 
（３）地域特性にあった色温度で、落ち着きやにぎわいを演出しましょう 

・ 暖かい光は安らぎや落ち着きを感じさせ、白っぽい光は活動的な雰囲気を演出する効果があります。 

・ 屋外広告物に照明を計画する場合は、周辺地域の特性に応じて商業地ではにぎわいの演出、住宅地では落ち着

きや安らぎを色温度で演出するなど、夜間における地域の雰囲気づくりに貢献しましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

木材と金属、ランタン風の照明の組み合わせ

により目に留まるデザインとなっている例 

広告物の配慮例 

演出装置としての照明もデザインの大切な
要素として検討しましょう。 

箱文字と照明を組み合わせることで、優しく品があ

る印象を与えている例 

広告物全面を光らせるのではなく、間接的に光らせるこ

とで落ち着いた印象を与えている例 

図 市街地特性ごとの色温度の目安 

1,000K 2,000K 3,000K 5,000K 6,000K 7,000K 10,000K 

商業地 2800〜6000K 
商業地では地域の特性や建物の 
用途などに応じて幅広い色温度の
設定が考えられます。 

住宅地 2800〜3500K 
住宅地では低めの色温度
を基調とします。 
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9．窓面広告物 

（１）開口部を覆い隠すような掲出を避けましょう 

・ ガラス面の内側から屋外に向けて表示する「窓面広告物」につい

ても、他の屋外広告物と同様にまち並みへの影響は大きいため配

慮が必要です。 

・ 窓面に広告物を設置する場合は、建物の低層部を基本とし、開口

部を覆い隠すような掲出は避けましょう。 

・ 窓面に広告物を設置する場合は、窓など開口部の概ね 20％以下と

しましょう。 

・ 開口部の採光等の機能の妨げとならないように、安全にも配慮し

ましょう。 

 
 

（２）沿道景観や建物デザインと調和したものとしましょう 

・ 広告物は店内の様子や提供する商品、サービスなどを効果的に伝

えることが大切です。 

・ 表示方法、形態、色彩等を工夫し、沿道景観や建物デザインと調

和したものとしましょう。 

 

 
 
 
 

（3）高彩度の色彩は避けるとともに、面積や色数を少なくしましょう 

・ ガラス面の内側から屋外に向けて広告物を表示している場合でも、

高彩度の色彩は目立ち、来訪者に派手で落ち着きがない印象を与

える要因にもなります。 
・ 高彩度の色彩は避けましょう。やむを得ず高彩度の色彩を使用す

る場合は、面積を抑え、色数を少なくしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）設置数を抑え、設置位置や形態を揃えるなど工夫しましょう 

・ 窓面広告物を複数設置する場合は、１面に２カ所までとしましょう。 

・ また、設置位置や間隔、形態、素材を揃えるなど、秩序あるまち並

みに配慮しましょう。 

・ ポイント的な表現とするなど、すっきりした印象となるように工夫

しましょう。 

 
 

 
 
  

ポイント的な表現でガラス面に表示している例 

サインを設置する窓面を限定しつつ、建築物の

外観と調和したデザインや落ち着いた色彩で

掲出している例 

他都市事例 

ガラス面を覆わないようなデザインで掲出し

ている例 

他都市事例 
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広告物の種類別の配慮例 

窓面広告物の配慮事項 

（対象：窓面広告物  ※デジタルサイネージも含む） 

→窓面広告物の表示は、開口部の 20％以下の面積に抑える。 

→複数設置する場合は、1 面に 2 か所までとし、設置位置や間隔、形態、素材を揃える、ポイント的

な表現とするなど工夫を行う。 

 

窓面を利用する広告物はガラスの内側に

サイズをそろえて表示しました。 

窓面広告物も他の屋外広告物と同様に、まち並み
への影響は大きいため配慮が必要です。 
開口部を覆い隠さないように広告物の大きさや
数を最小限とすることで、建物本来の表情がまち
並みの中で生きてきます。 

悪い例 良い例 ●窓ガラス等を覆い隠さないデザインや、

建物デザインと調和したものとする。 

●圧迫感や煩雑さがなく、店内がにぎわっている様子が見えるように、窓面広告物は最小限とする。 
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６ デジタルサイネージの配慮事項 
 

・デジタルサイネージは、人に積極的に働きかけるため情報伝達性に優れ、多様な表現が可能である特徴を有し

ています。一方で、景観や歩行者からの見え方等の周辺へ与える影響も大きく、光や動きに加えて音を発する

ものもみられるため、情報を必要としていない人に対する十分な配慮とともに、「音」、「光」、「動き」、「位置」、

「表示内容（コンテンツ）」、「運営」をうまくコントロールする必要があります。 

・デジタルサイネージ（映像装置付き広告物）に関する景観配慮指針は、屋外広告物重点協議区域全域で共通す

るものですが、駅前特定区域及び駅前広場周辺区域では原則設置を禁止とし、景観への影響の少ない、独立し

て設置するものもしくは壁面に設置するものに限るものとします。 

・市全域の駅周辺などにおいても参考となりますので、ご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．表示方法（光・音・動き） 

（１）原則として、音は出さないようにしましょう 

・ 複数の音は雑音になるだけでなく、相互に騒音のレベルを高めることになりかねません。視覚的な要素も加

わり表現が刺激的になるため、周辺環境の悪化や人によっては不快感を覚えることがあります。 

・ 原則として、音は出さないようにしましょう。 
 

（２）明るさ（輝度）や色を抑えましょう 

・ 時間帯や天候によって周辺の明るさが変わることから、同じ明

るさでも夜間では非常に目立って見えます。 

・ 不快なまぶしさとならないよう明るさ（輝度）を抑えましょう。

特に、夜間の明るさ（輝度）を抑え、深夜は消灯しましょう。 

・ 赤・青・黄など高彩度色は、景観を阻害したり、人によっては

不快感を覚えたりするため、避けましょう。 

・ 白色はまぶしく見えるため、地色（ベースカラー）など大きく

なるものは避けましょう。 

 

（３）過度な点滅や激しい動きは避けましょう 

・ 過度な点滅や激しい動きは、周辺の景観を阻害したり、人によっては不快感を覚えることがあります。 

・ 映像や光を過度に点滅させることを避けましょう。特に「鮮やかな赤」の点滅は避けてください。 

・ 高速モーションを抑え、画面の切り替えや表現はゆっくりとしたものとしましょう。 

・ コントラストの強い画面の反転や急激な場面転換は避けましょう。 

・ 規則的なパターン模様（縞模様、渦巻き模様、同心円模様など）が画面の大部分を占めることは避けましょ

う。 

・ 情報過多、文字情報が多いものは避けましょう。 

■松戸駅周辺の掲出状況 

大通りやデッキ上、商業施設前の広場などから見える位置に、比較的大きなデジタルサイネージが見られます 

夜間の画面の明るさ（輝度）と時間帯 
 

 

 

 

 

 

 
※「CIE:150-2003」障害光を抑制するための照明技

術特性値の許容最大値を引用【環境：都市】 

深夜：消灯 

夜間：1000ｃｄ/㎡以下※or 消灯 昼間 

5 時    18 時                    5 時 

23 時        4 時 
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2．設置位置、形態・意匠 

（1）高い位置にデジタルサイネージを掲出することを避けましょう 

・ デジタルサイネージは周辺への影響が大きいため、建築物の低層

部（2 階相当、上端は 9ｍまで）に設置しましょう。 

 
 
（2）景観に配慮した形態・構造としましょう 

・ 設置形態は、壁面への設置及び自立型設置としましょう。 

・ 壁面に設置する場合は、一体的な形態・意匠に配慮しましょう。 

・ ガラス面の内側から屋外に向けて掲出する場合には、窓面をふさ

がないようにしましょう。 

・ 骨組み、支柱等の構造体は目立たないものとしましょう。 

 
 
（3）交通安全性に配慮した位置・意匠としましょう 

・ 突出広告物など、進行方向に正対する設置は通りから目立ち、個々

の光や動きが重なって見えるなど、歩行者等の妨げとなる可能性

があるため避けましょう。 

・ 交通安全性に配慮し、信号機と誤認しやすい信号交差点付近の設

置は避けましょう。 

・ 景観や交通安全性に配慮し、太陽光を著しく反射するおそれのな

いものとしましょう。 

 

 

 

3．表示内容（コンテンツ） 

●不快感を与えるような表現は避けましょう 

・ 公序良俗に反するもの 

・ 公衆に不快感や不安を与えるもの 

・ 青少年保護及び健全育成の観点から適切でないもの 

・ 人権侵害、差別につながるもの 

・ 良好な景観を害するもの 

・ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第 2 条に該当する営業に関するもの 

 

 

 

4．運営 

●地域への配慮、地域貢献につながる活用などを工夫しましょう 

・ 設置後でも光や色等のコントロールができる仕様のディスプレイとしましょう。 

・ 設置する前の周辺への事前相談や設置後の苦情処理などについては、設置者が責任をもって対応しましょう。 

・ 地域特性を踏まえた表現や防災情報など地域貢献につながる活用を工夫しましょう。 

 

  

他都市事例 

建築物のエントランス付近の２階部分に、建築物

の外観と調和したデジタルサイネージを掲出し

ている例 

低層部に他のサインと同じデザインで、建築物の

外観と調和したデジタルサイネージを掲出して

いる例 

他都市事例 
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広告物の種類別の配慮例 

デジタルサイネージの配慮事項 

（対象：デジタルサイネージや照明を利用する広告物） 

→デジタルサイネージは低層部（2 階相当、上端は 9ｍまで）に設置するとともに、歩行者に配慮し、

動光、点滅するものや光量の過剰ものは控える。 

→信号交差点付近には設置しない、通りの進行方向に正対しないようにするなど、車や歩行者の安全

性に配慮する。 

デジタルサイネージは、 

１階外壁に設置しました。 

デジタルサイネージ等の音・光・動き等
を抑え、低層部に設置することで、周辺
景観や環境への影響が抑えられます。 

悪い例 

良い例 

●品格があり広告物のデザインが生きる照明方法とする。 

●デジタルサイネージは低層部のみとし、落ち着いた表現 

（鮮やかな色や白を避け、ゆっくりとした動き）とする。 

。 

他都市事例 

駅前特定区域、駅前広場周辺区域は、一定規模以上

のデジタルサイネージを原則設置できません。なお、

建物の１層部（ペデストリアンデッキに接続する部分

も含む）の外壁に設置する場合など例外もあります。

（詳しくは４ページを参照ください） 
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・本章では、重点的に景観形成を図る３つのエリアについて、エリアの特性や景観づくりの方向性と実現に向け

た配慮事項の例を示しています。 

１．西口デッキ／駅前大通り 

駅西口から西に伸びる駅前大通りは、駅東西を結ぶシンボル軸として位
置付けており、デッキからの眺望を意識し、通りとデッキ周辺とが一体
化・連続した松戸の顔にふさわしい景観づくりを進めていきます。 
 
 

 
・オフィスビルが多く、飲食・サービス店舗（理美容、スクール、不動産、

銀行、診療所など）が混在し、チェーン店も多く立地しています。 

・きてみてまつど通りや高砂通りなど個性的な通りや、公共公益施設（観

光案内所、松戸市民劇場、図書館など）への主要なアクセス動線となっ

ています。 

・駅前大通りは、幅員が広く、歩車分離がされています。駅前ターミナル

に乗り入れる自動車やバスが往来していますが、人通りはあまり多くあ

りません。 

・駅前大通りには、5～10 階建て以上の中高層の建物が並び、歩行者の目線

（アイレベル、1～2 階）には、特に路面店が掲出する小規模な広告物の

他、立て看板、のぼり旗などの簡易広告物が多く掲出されています。ま

た、まちかどの建物は隅切りで３面が通りに面して見えるものがあり、

通りの景観や周辺への誘導に与える影響が大きいです。 

・頂部に設置される広告物はあまり多くありませんが、ペデストリアンデ

ッキから見える建物の壁面や頂部には規模の大きなものが多く、色彩や

表現も派手な印象を与えるものが多いです。 

・ペデストリアンデッキを取り囲むように商業ビルが立地し、各ビルのテ

ナントによる広告物が多く掲出されており、大きさや色彩の統一感はあ

まりなく、繰り返しの表現も多く見られます。 

 

 

景観づくりの方向性 配慮事項の例 

メインストリートとしてふさわしく、 

歩きたくなる通りの景観づくり 

●メインストリートとしての通りの統一感を演出する 

●人の目に入りやすい場所（低層部）に集約・情報を整理する 

●建物と調和を図ることで、通りと店舗双方の魅力を高める 
駅前大通りは、松戸の玄関口である松戸駅から旧水戸街道や

坂川へ通じるメインストリートとしてふさわしい景観をつくり

ます。また、多くの人や車が行き交う通りとして、安全で歩き

たくなる通りの景観づくりを目指します 

歴史と文化の奥行が感じられ、 

周辺へといざなう通りの景観づくり 

●周辺の景観との調和や建物との一体性に配慮する 

●中高層部は大きさや表示内容を揃えたり、落ち着いたベー
スカラーを採用する 

●周辺へいざなう案内サインや拠点となる場所をわかりやす
く 

駅前大通りは、旧水戸街道や坂川など周辺の歴史資源への

主要なアクセス動線として、歴史と文化の奥行きが感じられ

る通りの景観をつくります 

松戸の玄関口としてわかりやすく、 

親しみの感じられるデッキの景観づくり 

●集約化、重複の表現を避ける等により、解放感のあるデッ

キ空間へ 

●周辺への案内サインやまち並みが映えるよう、圧迫感を感
じる程の大きさや刺激の強い色彩を避ける 

駅西口のペデストリアンデッキは、松戸の玄関口として周辺

への案内が分かりやすく、多くの人々が訪れる場所として親

しみが感じられるデッキの景観をつくります 

７ 重点的に景観形成を図るエリアの配慮事項 

歩車分離され中高層の建物が並ぶ通り 

路面店が掲出する小規模な広告物 

デッキを取り囲むように掲出された広告物 

景観づくりの方向性と屋外広告物の配慮事項例 

エリアの空間特性・景観特性 
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駅前大通り 

 
 

西口デッキ 

 
  

屋外広告物の誘導イメージ 

●人の目に入りやすい場所（低層

部）に集約・情報を整理する 

●建物と調和を図ることで、通り

と店舗双方の魅力を高める 

●中高層部は大きさや表示内容

を揃えたり、落ち着いたベースカ

ラーを採用する 

●集約化、重複の表現を避ける等に

より、解放感のあるデッキ空間へ 

●周辺への案内サインやまち並みが映

えるよう、圧迫感を感じる程の大き

さや刺激の強い色彩を避ける 

●建物と調和を図ることで、通りと

店舗双方の魅力を高める 
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２．きてみてまつど通り 

駅西口からキテミテマツドを結ぶ通りで、商業・業務施設が建ち並び、歩行者が快適に巡れる景観づくりを進
めていきます。 
 
 
 

 
・飲食、物販店舗、銀行や郵便局、オフィス等が混在し、チェーン店も多

く立地しており、多様な世代が訪れる通りとなっています。 

・幅員は狭いですが、車の往来があまり多くなく、歩車分離がされている

ため、主に歩行者の動線となっています。歩行者の目線で広告物を目に

する場合が多く、 1 階部分の広告物や店先のデザインが誘客において重

要となる一方、３階以上の広告物は視野に入りづらい特性があります。 

・街路樹が配置されており、駅周辺の通りの中では比較的落ち着いた景観

が形成されています。 

・通りの突き当りに立地するキテミテマツドが通りのアイストップとなっ

ており通りの印象において重要な要素となっています。 

・道路構成や街路樹が配置されている特性から視野に入りづらい建物の 3

階以上にも突出広告板が多く掲出されており、一部規模が長大なものも

あります。 

・頂部に設置される広告物はあまり多くありませんが、特にペデストリア

ンデッキから見える建物の壁面や窓面において内容が重複した掲出がみ

られます。 

・幅員が狭いため、壁面広告板を道路面に傾斜させるなどの工夫がなされ

た広告物の掲出もみられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

景観づくりの方向性 配慮事項の例 

多様な世代にとって歩きやすく、 

親しみを感じる通りの景観づくり 

●人の目に入りやすい場所（低層部）に集約・情報を整理する 

●商品やロゴマークがデザインされ、親しみが感じられる広告物 

●工夫を凝らした簡易広告物により効率的に店舗等の個性を演出

する 

●歩行性や見通しを確保できる配置・大きさとする 

●建物内部のにぎわいが溢れ出す店先や広告物の工夫 

多くの人々が往来する通りとして、特に歩行者目線

（アイレベル）の広告物の分かりやすさ、歩行性に配

慮するほか、個店の個性を活かした店先づくりによ

り、分かりやすく、親しみを感じる通りの景観をつく

ります 

いきいきとしたみどりが周辺へとつながる 

みどり豊かな通りの景観づくり 

●落ち着いたベースカラーを採用する 

●壁面の色や素材感を活かす 

●建物のデザインを活かす 

●自然素材の利用 

●広告物や店先をみどりで演出する 

既存の街路樹景観を活かして、街路樹が映えるまち

並み景観や新たなみどりの創出により、周辺の坂川

や社寺のみどりとつながる通りの景観をつくります 

 
  

歩車分離され中高層の建物が並ぶ通り 

街角の建物に掲出された広告物 

店舗前の歩道に面して掲出された広告物 

景観づくりの方向性と屋外広告物の配慮事項 

エリアの空間特性・景観特性 
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屋外広告物の誘導イメージ 

●落ち着いたベース

カラーを採用する 

●壁面の色や素材

感を活かす 

●自然素材の利用 

●歩行性や見通しを確保できる

配置・大きさとする 

●工夫を凝らした簡易広告物に

より効率的に店舗等の個性を

演出する 

●建物内部のにぎわいが溢れ出

す店先や広告物の工夫 

 

●広告物や店先をみどりで演出する 

 

●商品やロゴマークがデ

ザインされ、親しみが感

じられる広告物 

●人の目に入りやす

い場所（低層部）

に集約・情報を整

理する 
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３．東口デッキ 

駅東西のシンボル軸として位置付けており、東口からプラーレ松戸までの一体・連続した松戸の顔にふさわし
い景観づくりを進めていきます。 
 
 
 

 
・駅東の台地（相模台）側に立地するプラーレ松戸までの約 60ｍがペデス

トリアンデッキで繋がっており、駅に接した部分は 13～14ｍ幅の広場的

なデッキとなっていますが、十分な広さがない広場に面して中高層の商

業ビルが建ち、圧迫感を感じる要因となっています。 

・周囲に集積する飲食店や娯楽施設、業務施設は建物３階レベルでデッキ

上に接続しています。 

・北側には市役所、聖徳大学や病院、南側は戸定邸や千葉大学が位置し、

そうした場所を目的とした通行人が多いです。 

・デッキ下の駅前広場はタクシープールがあり、商業施設への搬入路など

車両通行が多くなっています。 

・駅前の建物外壁に大きな広告物が掲出され、建物の色彩とあわせて派手

さや統一感のない印象を与えています。 

・デッキ上下で同じ店舗の広告物の掲出など様々な場所で広告物が掲出さ

れています。 

・デッキ下には壁一面に広告物を掲出するものなど、実際の大きさよりも

大きな印象を与える広告物も掲載されています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

景観づくりの方向性 配慮事項の例 

にぎわいの中に品格の感じられる 

まち並みづくり 

●圧迫感を感じる規模や色彩を避ける 

●情報量を整理・集約化し、まちの印象を整える 

●低層部に広告物を集約し、わかりやすい情報提供を行う 
松戸の玄関口であり、顔となる場所として、魅力やにぎわい

を高めていきつつ、その中でも秩序や品格が感じられる、

多くの人が集いたくなる景観づくりを進めます。 

おもてなしの心を大切にし、 

滞在しやすい駅前デッキの魅力づくり 

●集約化、重複の表現や圧迫感のある規模を避ける等によ

り、開放感のあるデッキとする 

●色数や派手な色彩の使用を抑える 

●みどりによる演出や建物との一体的なデザインとする 

多くの市民や来訪者が集う場として、落ち着いて滞在しや

すい、主要な施設にアクセスしやすいなど、居心地の良い景

観づくりを進めます。 

心地よく歩きやすい 

駅前デッキ下や通りの景観づくり 

●窓面広告物を減らし、わかりやすさや開放感を演出する 

●歩きやすさや見通しに配慮した広告物デザインとする 

●建物や外構部との調和に配慮する 

 

多くの人や車が行き交う通りとして、安全で歩きたくなる

通りの景観づくりを進めます。また市役所や大学、病院、歴

史・文化や公園等様々な場所へのアクセス動線にふさわし

い魅力づくりを進めます。 

 

景観づくりの方向性と屋外広告物の配慮事項例 

駅東口ペデストリアンデッキ上 

駅東口ペデストリアンデッキ上 

デッキ下空間の広告物の様子 

エリアの空間特性・景観特性 
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屋外広告物の誘導イメージ 

●見通しに配慮した広告物

デザインとする 

●集約化、重複の表現や圧迫感の

ある規模を避ける等により、開放

感のあるデッキとする 

●低層部に広告物を集約

し、わかりやすい情報提供

を行う 

●色数や派手な色彩の

使用を抑える 
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１．実現に向けた基本的な考え方 

・駅周辺の屋外広告物ガイドラインの実現においては、次の３つの考え方を基本に取り組みを展開していきます。

１つ目は、駅周辺に相応しくないもの、望ましくないものを是正していく取り組み。２つ目に、多くの人が良い

と感じるもの、駅周辺に相応しいものを増やしていくための取り組み。最後に、広告物景観への興味関心を高め

る取り組みです。 

・３つの考え方を基本としながら、行政のみならず、多様な主体が様々なタイミングで取り組みに参画し、時には

連携することにより実現していくことが望ましいと考えます。 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

  

８ 実現に向けて 

 

  

相応しくないもの 

望ましくないもの 
を是正する 

広告物景観への 
興味関心を高める 

良いもの 
相応しいもの 

を増やす 

関わる主体 

関わるタイミング 

・市民、来街者や駅利用者 

・商店会や自治会 

・大学生、大学 

・広告主（テナント等） 

・ビルオーナー 

・屋外広告物事業者（デザイン

や施工に関わる方） 

・行政 

・日頃から 

・イベント、実験的に 

・新築、改修や新規出店時に 

実現に向けた考え方 
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２．ガイドライン活用の考え方 

・ガイドラインの内容を市民や事業者等に幅広く周知し、ルールを守っていただくため、以下のような周知や事前

協議における活用を想定しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ガイドラインの周知、適用フロー 

完了届出書の提出 

行為の着手 

（必要に応じて） 

建築確認申請・開発許可申請 

（必要に応じて） 

許可申請（千葉県屋外広告物条例） 

必要に応じて 

●助言 

●指導 

景観アドバイザー 

適合する場合 

許可等に係る申請を 

行う日の 30 日前まで 

適合しない場合 

A：景観法及び松戸市景観条例

による行為の届出を必要とす

る建築物等及び開発行為と合

わせて行う場合 

B：建築物等及び

開発行為の行為

の届出を必要と

せず屋外広告物

のみ協議を行う

場合 

事前協議 

適合の確認 

行
為
着
手
の 

日
前
ま
で 

30 

景観審議会 

●勧告 

●変更命令 

 

市長 

行
為
着
手
の
お
よ
そ
60
日
前
を
目
安
に
開
始

許
可
等
に
係
る
申
請
を
行
う
日
の
お
よ
そ
60
日
前
を
目
安
に
開
始 

景観法第 16 条に基づく届出 

関わる主体への周知 

商店会、ビルの 
オーナー、テナント等 

への周知 

デザインや施工に 
関わる方への周知 

行政窓口での 
配布周知 

市民の広告物景観 
への関心醸成 

屋外広告物の企画 

※松戸市景観条例に基づく景観事前協議を設け、

協議の中でより良い屋外広告物を誘導します。 

※景観事前協議が届出対象規模未満で不要な屋外広告物

についても、本ガイドラインに示す配慮事項等を踏まえ

た、より良い屋外広告物となるよう努めてください。 
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３．みんなで実現する松戸駅周辺の広告物景観 

・屋外広告物の設置に際したガイドラインの適用のみならず、様々な主体が取り組みに参画することで、より魅力

的な松戸駅周辺の風景サインづくりにつながると考えます。ここでは、取り組みのアイデアを市内外の事例やワ

ークショップで出たアイデアからご紹介します。 

 

 
 
 

 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい 

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

行政／ 

ビルオーナーなど 

日頃から／ 

イベント的に 

■屋外広告物のパトロール  

・・・ビルオーナーや商店会等、地元と連携した屋外広告物のパトロールの実施 

・松戸駅周辺において、市・県・県警

が連携して不法占用物に関するパト

ロールを実施し、指導により改善効

果がありました。 

・東京都港区では、商店街等の活動団

体が、関係警察署や支所等と協力し、

清掃活動や違反占用物の取締り等に

取り組んでいる事例もあります。 

【他市事例】 

松戸駅周辺で実施したパトロール・指導の効果 

（左：指導前、右：指導後） 

 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい 

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

行政／ 

大学など 
新築・改修時 

■良質な公共サインの整備・公共サインガイドラインの策定 

 ・・・より良い屋外広告物を誘導するための手本となるような良質な の整備及び の策定 

・松戸市でも令和 4 年に『松戸市

公共サインガイドライン』が策

定され、基本的な公共サインの

ルールが記載されています。 

・また、大学生を中心とした公共

サイン研究会と市との協働事業

により、市民参加の公共サイン

の勉強会やフィールドワーク等

が行われました。 ガイドラインにおける 
公共サインの標準デザインイメージ 

公共サイン研究会の活動の様子  

出典：公共サイン研究会 HP 

取組みの種類を示しています。 関わる主体／関わるタイミングの例を示しています。 
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相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい 

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

行政／ビルオーナ

ー／広告主など 

実験的に／ 

新築・改修時 

■良質なサインの設置・表示を官民連携で実現するモデル事業 

・・・周囲の模範となるような景観に調和した屋外広告物を官民が連携して実現 

・静岡県富士宮市では、乱立する野立て看板

等の屋外広告物が地域で課題となり、国・

県・市・地元自治会・地元事業者・NPO 等

の連携団体である「朝霧地区景観形成ワー

クショップ会議」により、集約案内サイン

の設置や実証実験、ガイドラインの策定な

どの活動に取り組んでいます。【他市事例】 地元自治会等による野立て看板の撤去と集約化（静岡県富士宮市） 

他市事例 他市事例 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい 

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 
行政／広告主など 新築・改修時 

■良質な屋外広告物への助成 

・・・地域にふさわしい屋外広告物に対して、その広告物の設置・設計等に係る費用の一部を補助する
制度 など 

・京都府京都市では、「京都市広告景観づく

り補助金交付制度」を設け、公募・審査を

経た上で広告物の設置（材料費、設計デザ

イン料、製作設置費用）に最大 50 万円（2/3

補助率）の補助を行っています。    

【他市事例】 京都市広告景観づくり補助金交付制度で補助を受けた広告物の
例（出典：京都市広告景観づくり補助金交付制度） 

他市事例 他市事例 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい 

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

ビルオーナー・テナ

ント／大学／市民 

実験的に／ 

新築・改修時 

■プラントボックスやストリートファニチャーの整備 

・プラントボックスやストリートファニチャーは屋外広告物と直接の関係はないものの、広告物を惹

きたてたり、デザインの統一による相乗効果があります。 

駐車空間を活かした滞留空間と合わせて案内板・照明柱・車止
め・プランターを統一したデザインで整備（横浜元町ショッピン
グストリート）出典：stgk inc. HP【他市事例】 

商店会と大学、一般参加者が参加して商店街のハンギング
バスケット植え替え大会を開催（渋谷区六号坂通り商店街）

出典：幡ヶ谷本町西町会 広報ページ【他市事例】 

他市事例 他市事例 他市事例 他市事例 



 
44 

 

 

 
 

・良質な広告物に対して表彰し、その結

果を広く発信することにより、景観づ

くりに対する意識の高揚と取組みの促

進が期待できます。 

・松戸市でも平成 23 年度より松戸市景

観表彰の取組みを行っており、建築物

やまち並み、景観づくりの活動のみな

らず、屋外 

広告物も表 

彰の対象と 

しています。 

 

・京都府京都市では、表彰作品や補助制

度を活用した広告物を検索できるアー

カイブシステムを運用し、優良看板の

発信をしています。【他市事例】 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

行政・ビルオーナー・広告主・

市民・大学・広告物事業者等 

日頃から／ 

イベント的に 

■景観表彰制度や良質な広告物のアーカイブ化と発信 

京都市優良看板検索システム 
出典：京都市優良看板検索シス
テム 

松戸市景観表彰受賞作品  
出典：松戸市 HP 

他市事例 

相応しくないもの、 

望ましくないものを是正 

良いもの、相応しい

ものを増やす 

風景サインへの 

興味関心を高める 

行政・ビルオーナー・広告主・

市民・大学・広告物事業者等 

イベント

的に 

■勉強会や景観学習 

・景観に調和し、より宣伝効果のある広告物のデザインについて学ぶ勉強会や有識者を招いたシン

ポジウム等の開催、子どもから大人まで市民が楽しく景観づくりを学べる景観学習の実施など、

景観に関わる様々な主体と共に学ぶ機会を創出することで風景サインへの興味関心が高まること

が期待できます。 

屋外広告物事業者に対する勉強
会を行政が開催（福島県白河市） 

小学生を対象とした景観学習を

毎年実施（青森県黒石市） 

他市事例 他市事例 

・福島県白河市では、市条例により

先導的に景観形成を図るエリアの

ルールを決め、事業者やオーナー

を対象とした勉強会を開催してい

ます。【他市事例】 
・青森県黒石市では、小学生を対象

に景観学習を実施し、自分たちの

身近な景観への興味関心を育てて

います。【他市事例】 

メリーチョコレートカムパニー松戸工場 
令和３年度 屋外広告物：景観奨励賞 

松戸の未来を描くらくがきプロジェクト 
令和 6 年度 屋外広告物：景観優秀賞 


